
ヴォゲーラ（Voghera）・ヴァルツィ（Varzi） 

今週は、初めてヴォゲーラで降りてみました。ジェノヴァ方面に行くときに素通りするばかりで、気

になっていた街なのですが、なかなか降りる機会がなかった駅でした。今回、「小さな村・街」で推

薦しているヴァルツィに行くにあたって、ヴォゲーラからバスに乗らなくてはいけないので、短時間

ですが、ヴォゲーラの街を歩いてみました。 
ヴォゲーラはロンバルディア州パヴィア県、パヴィアの南南東 30 キロに位置しています。古代ロー

マ時代からの街で、中世においては、スタッフォーラ渓谷に沿ったジェノヴァから古都パヴィアを結

ぶ “塩の道”の中継地点として栄え、10 世紀にはロンバルディアの貴族であるマラスピーナ家、14
世紀からはミラノのヴィスコンティ家によって、18 世紀にサヴォイア家の支配となるまで、治めら

れていました。現在でも、交通の要所として、人口 39000 人の大きな街なのです。 
 
街の中心であるドゥオモに向かう道には街頭市が出ていて、民族的な人形を売っていました。それを

横目で見ながらドゥオモ広場までまっすぐ歩いて行きました。 

 
 
ここには 11 世紀に建てられ、17 世紀初めにバロック建築に改修された大きく立派なドゥオモがあり、

この街の象徴となっています。ドゥオモが余りに立派なので、見学に時間がかかってしまい、ここを

見ただけでもうバスの時間がぎりぎりとなってしまいました。ヴォゲーラには、他にも古い教会があ

るようです。また、バスが街外れに来たときに大きな城も見えました。この城は 14 世紀にヴィスコ

ンティ家が建てたものとのこと。もう一度、ゆっくり歩いてみたい街です。 

 
 



結局、ヴォゲーラの滞在時間はわずか 40 分で、バスに乗って一路ヴァルツィへと向かいました。ヴ

ォゲーラの街の周りには山々がそびえているのですが、バスはスタッフォーラ渓谷に沿って、川の流

れと両側にそびえる山々の景色を見ながら平坦な道を進んでいきます。スタッフォーラ川は、イタリ

ア語で Torrente Staffora で、Fium ではありません。Torrente とは英語では Torrent で“急流”を

意味していますので、アルプスのように山と山の渓谷を流れる上流の川を指すのでしょう。 
ヴァルツィの街もこのスタッフォーラ川沿いにあります。従って、ヴァルツィも"塩の道“の中継点

であり、10 世紀からボッビオ（ボッビオは直ぐ近くです）の聖コロンバーノ修道院に属し、13 世紀

にはマラスピーナ家の支配下になります。街はこの頃に城壁で囲まれ、その後、いろいろな支配者が

この地を治めますが、マラスピーナ家はサヴォイア家の支配になるまで、この地に名を残しています。 
 
ヴァルツィの旧市街は、スタッフォーラ川に沿った細い帯状の小さな地域です。マラスピーナ城が（現

在の）道路を挟んで北側にあり、その直ぐ南の旧市街にポルタ・ソッターナの城塔があります。この

門が旧市街への入口となります。昔は、ポルタ・ソッターナとマラスピーナ城は城壁で繋がっていた

のでしょう。今は、その間に道路が走っていますので城壁はありません。ポルタ・ソッターナから旧

市街に入ると、そこには中世の街がそのまま残っています。石で造った民家が細い石畳の道の両側に

並んでいます。所々に残っている石でできたポルチコが、今でも、路地裏の道として使われていて、

中性の雰囲気を更に盛り上げています。途中には 2 つの古い教会（赤の教会と白の教会）があり、

50 メートルも進むと今度はポルタ・ソプラーナの城塔があります。旧市街の石畳の道は多少の勾配

があるのかもしれませんが、西がソット（下）で東がソプラ（上）となっています。ここまでが小さ

な旧市街です。その先に小さなドゥオモ広場があり、この街の教区教会のドゥオモがあります。 

 

 



 
 
従って、この小さな旧市街に、マラスピーナ城の城塔、ポルタ・ソッターナの城塔、ポルタ・ソプラ

ーナの城塔に、2 つの教会の鐘楼とドゥオモの鐘楼の計 6 つの塔が建っています。旧市街から出て、

スタッフォーラ川にかかっている橋を渡ると、この旧市街の全景を見ることが出来ます。旧市街の川

に面する方面には貴族の宮殿のような古い大きな建物が並んでいますので、中世の街の景色を更に印

象付けてくれます。 

 
 
ロゴレドからヴォゲーラまでは、ジェノヴァに行く列車に乗りわずか 45 分で着いてしまいます。ロ

ーディの次がヴォゲーラですから 2 駅です。従って、料金は 4.6 ユーロしかかかりません。ヴォゲー

ラからヴァルツィまでは、駅の直ぐ横にある ARFEA の Autolinee Stazione からバスに乗って 50 分

で、料金は 2.75 ユーロです。乗る前には、ついバスに乗るのは面倒だと思ってしまいますが、利用

してみると、いつも面倒だと思うことはありません。返ってとても快適なのです。それに、ARFEA
バスは、バスに乗ってから（追加料金無しで）チケットを購入することができます。ですから、チケ

ットを買うときに運転手さんに行き先を確認することが出来ますのですごく安心です。 
ヴォゲーラからヴァルツィには、約 40 分間隔でバスが出ています。このバス路線は、景色も良く、

しかもバスがきれいです。おまけに、運転手さんは全員親切な人でした。 
 


